
『遺跡学の宇宙』の刊行

遺跡の調査、保存、整備の体制と手法が作り上げられる戦後黎明期に活躍した碩学たち。
この碩学たちが今だからこそ語ることのできる、当時のリアルな動きや思想があります。
日本遺跡学会では、そうした観点から計九回にわたりインタビューをおこなってきました。
そしてこのたび、そのインタビューをまとめ、
『遺跡学の宇宙―戦後黎明期を築いた 13 人の記録』として刊行することができました。
この本の編集コンセプトは、先輩方のお話を軸とし、若手がその背景を探ると位置付け、
インタビューに出てくるすべての遺跡と人名、また主要な出来事に注釈を添えています。
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